
昭和43年 7月20日

車饗翠轟重
陸上自衛隊では、 8月中
の実弾射撃をつぎのとお

り行ないます。
実施場所=池田射撃場

実施日程=1日"'-'3日

5日"'-'10日， 12日"'-'17日

19日"'-'24日， 26日"'-'31日

(542号〉り大村市政だよ7月下旬号)
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乙
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

家
族
そ
ろ
っ
て

七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月

二
十
日
ま
で
、
自
然
に
親
し

む
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
厚
生
省
の

主
唱
で
昭
和
二
十
五
年
か
ら

ハ
イ
キ
ン
グ
や
海
水
浴
を

た
の
し
み
ま
し
ょ
う
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始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
と
-

し
で
第
十
九
回
を
迎
え
ま
す
一

こ
の
運
動
の
趣
旨
は
、
公
一

園
や
景
勝
地
な
ど
の
自
然
に
一
七
時
半
ま
で
に
帰
ろ
う
一

親
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
情
操
.一

ー
サ
イ
レ
ン
も
な
り
ま
す
一

を

高

め

、

健

康

を

養

ぃ

、

自

一

一

然
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を
一
市
内
の
小
学
校
、
中
学
校
一

深
め
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
一
の
夏
休
み
は
七
月
二
十
二
日
一

て
自
然
の
保
護
と
国
土
美
化
一
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
一

の
精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
一
夏
休
み
に
入
る
前
に
宿
題
一

的
と
し
て
い
ま
す
。
一
な
ど
の
学
習
計
画
を
立
て
ま
一

へ
ば
わ
た
し
た
ち
は
、
あ
ら
た
一
し
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
一

一
吋
め
て
自
然
の
大
き
な
抱
擁
力
一
に
、
宿
題
に
こ
だ
わ
ら
な
い
一

に
思
い
を
い
た
し
、
自
然
の
一
何
か
一
つ
の
目
的
を
定
め
て
一

恩
恵
に
感
謝
し
な
が
ら
人
間
一
計
画
的
な
生
活
忠
行
な
う
よ
一

と
し
て
の
生
き
方
を
確
立
し
一
ぅ
指
思
し
て
や
り
た
い
も
の
一• 

て
ゆ
く
こ
と
が
今
日
の
急
務
一
で
す
c

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
一
ま
た
、
一
般
的
に
ぼ
ん
お
一

-大
村
市
で
も
、
野
岳
の
山
一
ど
り
と
か
お
祭
り
と
か
夜
ふ
一

開
き
、
玖
島
崎
、
松
原
の
海
一
か
し
を
し
が
ち
で
す
。
大
人
一

水
浴
場
開
き
も
す
み
ま
し
た
一
は
子
供
の
生
活
を
こ
わ
さ
な
一

こ
の
ほ
か
、
別
図
の
よ
う
一
い
よ
う
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
一

な
り
っ
ぱ
な
ハ
イ
キ
シ
グ
コ
一
市
内
の
小
学
校
、
中
学
校
一

1

ス
も
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
一
で
は
、
夏
休
み
の
期
間
中
、
一

を
利
用
し
て
の
家
族
づ
れ
の
一
午
後
七
時
三
十
分
ま
で
に
帰
一

一
宅
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
一

ハ
イ
キ
シ
グ
や
キ
ャ
シ
プ
、
-

海
水
浴
な
ど
計
画
し
て
、
白
一
す

0

・
こ
の
時
刻
に
は
サ
イ
レ
一

一
シ
も
な
り
ま
す
の
で
、
サ
イ
一

然
を
知
り
、
自
然
に
親
し
み
一

ょ

。

一

レ

シ

が

な

っ

た

ら

必

ず

家

に

一

ま
し
ょ
う

一

帰

り

ま

し

ょ

う

。

一



(2) 

て市民相談室を
i しく言受けました 1 

1 社会課aI.4月WJ日から I

市民相談室5iiG月 1日から I

私たちの市役所です。市役所は市民みなさん I
のために、いろいろのf士事をしています。こ I 

れからもよりよい仕事をするために新しい課目

り大村市政だよ昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

お
し
ら
せ

農
地
の
申
告
は
向
日

ま
で
に

昭和43年 7月20日

八
月

一
日
現
在
で
自
作
地

小
作
地
、
貸
付
地
を
所
有
す

る
農
家
の
方
は
も
れ
な
く
農

地
の
申
告
書
を
提
出
し
な
く

て
は
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
提
出
期
限
は
八

月
十
五
日
ま
で
で
す
。
こ
の

申
告
書
は
、
農
地
の
売
買
貸

借
、
転
用
な
ど
の
農
地
行
政

の
資
料
と
な
る
ほ
か
、
自
作

証
明
、
耕
作
証
明
、
農
業
委

員
選
挙
人
名
簿
作
成
時
の
資

こ
れ
ま
で
福
祉
事
務
所
に

あ
っ
た
社
会
係
を
社
会
課
に

し
て
、
七
月
二
十
日
か
ら
仕

事
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
総
務
課
に
市
民

相
談
室
を
設
け
、
八
月
一
日

か
ら
相
談
を
始
め
ま
す
。

〔
社
会
課
〕

こ
の
新
設
さ
れ
た
社
会
課

で
は
、
戦
没
者
や
遺
家
族
、

外
地
引
揚
者
、
留
学
家
族
の

援
護
、
旧
軍
人
軍
族
な
ど
の

コ
i
ナ

i

格
審
査
、
融
資
な
ど
の
資
料

と
な
る
も
の
で
す
。
申
告
用

紙
は
、
実
行
組
合
長
を
通
じ

て
配
付
し
ま
す
が
実
行
組
合

に
加
入
し
て
い
な
い
農
家
の

方
は
農
業
委
員
会
、
市
役
所

出
張
所
、
農
協
支
所
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

原
爆
被
爆
者
の
定
期

健
康
診
断
と
特
別
手

帳
の
検
認

今
年
度
か
ら
原
爆
被
爆
者

思
給
に
関
す
る
事
務
の
ほ
か

市
民
交
通
傷
害
保
償
の
事
務

防
犯
、
交
通
安
全
、
出
稼
対

策
、
内
職
の
指
導
あ

っ
せ
ん

青
少
年
の
問
題
、
原
爆
被
爆

者
の
援
護
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
務
な
ど
を
行
な
い
、

市
民
の
福
祉
に
関
す
る
窯
口

と
し
て
よ
り
一
層
の
住
民
福

祉
の
た
め
の
仕
事
を
し
ま
す

〔
市
民
相
談
室
〕

市
民
相
談
室
で
は
、
市
民

の
健
康
診
断
を
大
村
保
険
所

で
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た。原
爆
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方

は
す
す
ん
で
診
断
を
う
け
て

く
だ
さ
い
。
旧
手
帳
を
持
っ

て
い
る
方
は
届
出
て
か
ら
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
実
施
日
と
場
所

7
月
羽
田
・
・
・
鈴
田
出
張
所

7
月
お
日
・
・
・
竹
松
公
民
舘

7
月
別
日
・・・
松
原
公
民
舘

7
月
初
日
・
・
・
西
大
村
出
張

所

7
月
但
日
・
・・
諏
訪
公
民
舘

8
月

1
日・
・・大
村
市
役
所

8
月

2
日
・
・
・
大
村
保
健
所

WO J 
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後 合し
のがよん着てくと散
お 悪うとをもらき布農
かか 。着き作暑はす薬
あっ少てち業くいるを

の
要
望
、
苦
情
な
ど
行
政
に

関
す
る
問
題
を

一つ

の
窓
口

で
受
付
け
、
市
民
み
な
さ
ん

の
生
活
が
で
き
る
だ
け
よ
く

な
る
よ
う
に
問
題
の
解
決
を

は
か
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

市
民
相
談
室
で
は
市
民
み
な

さ
ん
の
身
近
か
な
民
事
問
題

の
相
談
も
受
付
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す。
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さ
ん
は
散
布
の
作
業
を
休
み

ま
し
ょ
う
。

夏
の
伝
染
病
に
か
か
ら
ぬ

よ
う
予
防
注
射
は
す
す
ん
で

う
け
ま
し
ょ
う
。

日
本
脳
災

や
日
射
病
の
予
防
に
は
、
大

き
め
の
日
よ
け
の
帽
子
を
か

ぶ
り
ま
し

ょ
う
。

っ
ゅ
の
あ
と
し
ま
つ
は
ず

み
ま
し
た
か
、
長
雨
で
い
た

ん
だ
家
の
内
外
を
よ
く
点
検

し
、
そ
ろ
そ
ろ
近
ず
く
台
風

ν
i
ズ
ジ

に
備
え
ま
し
ょ

う

た
い
し
た

こ
と
は
な
い
と
考

え
て

い
た
破
損
個
所
が
大
き

な
被
害
と
な
る

こ
と
が
あ
り

ま
す
。食

卓
が
よ
ご
れ
が
ち
で
す

ビ
ニ

ー
ル
で
き
れ

い
な
模
様

の
あ
る
テ
ー
ブ
ル
掛
け
を
利

用
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。

よ
ご
れ
た
ら
洗
剤
で
ふ
く
と

す
ぐ
き
れ
い
に
な
り
ま
ず
か

ら
、
見
た
目
に
も
衛
生
的
に

も
い
い
も
の
で
す
。

食
中
毒
と
赤
痢
が
目
立
ち

ま
す
。
そ
れ
に
か
か
ら
ね
た

め
に
は
抵
抗
力
の
あ
る
体
が

大
切
で
す
。
夏
は
体
力
の
基

礎
作
り
の
絶
好
期
で
す。

， 
4 
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置

中
小
企
業
者
へ
の

融
資
あ
ん
な
い

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

マ
借
入
申
込
者
の
資
格

市
内
に
住
所
と
居
舗
が
あ

り
、
原
則
と
し
て
同
一
業

種
を
引
続
き
一
年
以
上
経

営
し
て
い
る
中
小
企
業
者

で
、
信
用
保
証
協
会
の
対

象
業
種
と
し
、
市
税
を
完

納
し
て
い
る
も
の
。

マ
資
金
の
使
途

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資

金
と
し
、
旧
債
返
済
金
に

は
充
当
で
き
な
い
。

マ
融
資
限

度

七

十

万
円
以

内
マ
期
間

運
転
資
金
H

一
年
以
内

設
備
資
金
H

二
年
以
内

り大村市政だよ

マ
利

率

日

歩
二
美
二
厘

別
に
信
用
保
証
料
と
し
て

三
厘
五
毛

1
四
厘

マ
申
込
所

商
工
会
議
所

市
内
金
融
機
関

マ
受
付
期
間

七
月
二
十
五

日
よ
り
三
十

一
日
ま
で

た
だ
し
、
融
資
枠
に
達
し

た
場
合
は
受
付
け
を
締
切
り

ま
す
。な

お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

市
商
工
観
光
課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

保
母
試
験
と
講
習
会

昭
和
四
十
三
年
度
の
保
母

講
習
会
と
保
母
試
験
が
つ
ぎ

の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

〔
保
母
講
習
会
〕

青年学級生を募集

市内にイ力く若い人たちのために

つぎのとおり 2つの講座を聞きま

す。希望者は、 7月 31日までに市

社会教育課へ申込んでください。

受講料はいり ません。 くわしいこ

とは市社会教育課へおたずねくだ

さい。

b内容 企業と経営、一般教養、

レクリェー乙/ョシ

第 1、3水曜日の夜間

中央公民舘 ー(旧大村中)

30名

(3) 

〔企業と経営コース〉

[>期日

じ>会場

じ>定数 マ
講
習
期
間
と
場
所

八
月
十
八
日
よ
り
八
月
二

十
三
日
ま
で
、
佐
世
保
市
干

尽
町
一
宿
石
中
学
校
体
育
舘
、

た
だ
し
二
十
一
日
、
二
十
二

日
、
二
十
三
日
の
三
日
間
は

佐
世
保
市
万
徳
町
清
水
中
学

校
体
育
舘
、
二
十
一
日

の
音

楽
は
佐
世
保
市
公
会
堂

マ
受
講
の
手
続
き
と
申
込
先

八
月
五
日
ま
で
に
返
信
用

封
筒
に
切
手
を
貼
布
し
て
長

崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
(
長

崎
市
上
町
一

I
三
一
二
)
え
申

込
む
こ
と
。

〔
保
母
試
験
〕

マ
試
験
日
と
場
所
八
月
二

十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

佐
世
保
市
清
水
中
学
校

マ
申

込

七

月
二
十
五
日
よ

レ

〔料理コース〉

料理実習、一般教養、

クリェ -i/ョシ

第 1、3日曜日

中央公民舘(旧大村中)

60名

b内容

b期日

じ>会場

[>定数

り
八
月
五
日
ま
で
に
長
崎
県

民
生
労
働
部
児
童
家
庭
課

(
長
崎
市
江
戸
町
二

I
一
三

T
E
L
二
十
二

l
一
一
一

一
)
え
申
込
む
こ
と
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

福
祉
事
務
所
え
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

水
道
料
金
の
集
金

人
が
変
り
ま
し
た

七
月
十
五
日
か
ら
、
西
大

村
の

一
部
と
竹
松
、
松
原
の

水
道
料
金
の
集
金
人
が
つ
ぎ

の
よ
う
に
変
っ
て
い
ま
す
。

集
金
人
は
身
分
証
明
書
を

持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
確
認

し
て
か
ら
支
払
い
ま
し
ょ
う

マ

集

金

人

山

口
林
作

国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
通
知
書
は
と
ど
き

ま
し
た
で
し
ょ
う
か

昭
和
四
十
三
年
度
分
国
民

健
康
保
険
税
本
決
定
の
納
税

通
知
書
を
七
月
十
五
日
に
発

送
し
ま
し
た
。
ま
だ
と
ど
い

て
い
な
い
方
は
課
税
課
ま
た

は
、
出
張
所
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

、J'
、'a 

ノ

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を

公
売

市
営
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
事
業
で
使
っ
て
い
た
ボ
ー

ト
を
つ
ぎ
の
と
お
り
公
売
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
公
売

日
に
印
鑑
を
持
っ
て
お
集
り

く
だ
さ
い
。

マ
ボ
l
ト
と
数

ハ
イ
ド
ロ

プ
レ

l
シ
十
三
隻

マ
価
格
一
隻
当
り
千
五
百

円
マ
日

時

八

月
七
日
午
後

一

時
三
十
分
よ
り

マ
場
所

市
事
業
課

な
お
、
払
下
げ
は

一
般
希

望
者
の
申
請
に
よ
り
ま
す
が

希
望
者
が
多
い
と
き
は
抽
せ

ん
し
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

市
事
業
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
，。
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運
転
者
に
と
っ
て
夏
は
大

敵
の
よ
う
で
す
。
暑
さ
の
た

め
ス
タ
ミ
ナ
の
消
耗
が
は
げ

し
く
、
ま
た
、
夜
が
短
い
上

に
寝
ぐ
る
し
い
の
で
、
運
転

者
に
と

っ
て
H

寝
不
足
H

と

な
り
悪
い
条
件
が
重
な
る
た

め

「
居
眠
り
運
転
」
に
よ
る

交
通
事
故
が
多
く
な
り
ま
す

〈
頭
が
重
い
ム
あ
く
び
が
で

る
A
肩
が

こ
る
ム
冷
汗
が
で

運転づかれは

軽い体操で

l金ふ
国
体
添市一
近
…ず
一
ぎ

…信
網
む
奈川…リ…バ…下川市長引
幡町

一一w
鹿
一一体
比一い一渋川

ー
ル
、
自
転
車
競
技
、
軟

国
体
の
競
技

式
庭
球
、
卓
球
、
軟
式
野

国
体
で
は
、
白
種
目
の

競

球

、
相
撲
、
柔
道
、
ブ
ッ

技

が

行

な

わ

ま

す

。

ト

ボ

ー
ル
、
ブ
ェ
シ
ジ
ン

マ
冬
季
大
会

(2
種

目

)

グ

、
パ
ド
ミ
シ
ト
ン
、
弓

ス
キ

l
、
、
ス

ケ

ー

ト

道

、
ク
レ

l
射
撃
、
ラ
イ

マ
夏
季
大
会

(
3種
目

)

フ

ル

射

撃

、
剣
道
、
ラ
グ

水
泳
、
漕
艇
、
ヨ

ッ

ト

ビ

l
、
高
校
野
球
な
ど

w

マ
秋
季
大
会

(
幻
種
目
)

な

お

、

こ

の

ほ

か

公

開
種

、

陸
上
競
技
、
蹴
球
、
庭

球

目

と
し
て
山
岳
と
芸
術
が
行

ホ
ッ
ケ
ー
、
ボ
ク

ν
ン
グ
な
わ
れ
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
体
操
、

競
技
に
は
、
一

般
、
高
等

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
レ
学
校
、
教
員
、
青
年
の
各
男

ス
リ
ン
グ
、
ヲ
ヱ
イ
ト
リ
女
の
種
別
が
あ
り
、
同
じ
条

フ
テ
ィ
シ
グ
、

ハ
ン
ド
ポ
件
に
あ
る
人
同
志
が
勝
負
を

る
ム
口
が
か
わ
き
、

で
な
い

こ
ん
な
症
状
が
で
た
ら
車

の
運
転
は
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し

ょ
う。

つ
ば
が

居
眠
り
事
故
は
こ
う
し
て

防
げ
る

ム
身
体
に
あ
ま
り
負
担
が

こ
な
い
よ
う
軽
装
に
す
る
。

ム
ジ

l
ト
は
ハ
ン
ド
ル
の

高
さ
に
あ
わ
せ
て
調
節
す
る

① 

競
い
あ
う
の
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
大
会
の
運
営
に
支

障
の
な
い
限
り
、
開
催
県
の

チ
l
ム
は
、
地
域
の
予
戦
を

経
な
い
で
参
加
で
き
ま
す
。

長
崎
国
体
で
は
、
国
体
競

技
沼
種
目
の
う
ち
、
ス
キ
ー

ス
ケ
ー
ト
を
除
い
た
叩
種
目

と
公
開
種
目
で
あ
る
山
岳
競

技
が
行
な
わ
れ
、
と
く
に
長

崎
国
体
か
ら
始
め
て
カ
ヌ

l

競
技
が
公
開
種
目
と
し
て
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
公
開
種
目

で
す
か
ら
、
天
皇
杯
、
皇
后

杯
の
得
点
に
は
計
算
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
一

般
の
種
目
と
同

じ
要
領
で
正
式
に
行
な
わ
れ

ム
疲
れ
た
と
き
は
、
車
を

と
め
て
外
の
空
気
に
ふ
れ
、

軽
い
体
操
や
深
い
呼
吸
を
す

る。
ム
濃
い

コ
ー
ヒ

ー
や
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
た
べ
る
。

ム
と
き
に
は
停
車
し
て
み

た
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
変
え
た

り
し
て
運
転
に
ア
ク

セ
ン
ト

を
つ
け
る
。

ム
音
楽
を
か
け
て
耳
に
刺

ま
す
。

写
真
リ
長
崎
国
体
秋
季
大

会
で
大
村
市
で
行
な
わ
れ

る
ラ
グ
ビ
ー

激
を
与
え
る
。

ム
そ
の
日
の
疲
れ
は
、
そ

の
日
に
な
く
す
る
。

ム
雇
用
者
は
、
運
行
管
理

労
務
管
理
に
注
意
す
る
。

× 

× 

居
眠
り
ト
ラ
ッ
ク

テ
ー
ラ
ー
を
蹴
と
ば
す

テ
ー
ラ
ー
が
郡
中
横
の
わ

き
道
か
ら
国
道
え
左
折
進
行

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
台
の

大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
テ
ー
ラ
ー

め
が
け
て
突
込
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
び
っ
く
り
し
た

テ
ー
ラ
ー
の
運
転
者
は
衝
突

寸
前
テ
ー
ラ
ー
か
ら
飛
び
降

り
ま
し
た。

ト
ラ
ッ
ク
は
テ
ー
ラ
ー
の

車
体
に
激
突
し
て
エ
シ
ヂ
ン

部
を
前
方
十
七
メ
ー
ト
ル
の

地
点
ま
で
は
ね
と
ば
し
、
さ

ら
に
荷
台
部
を
五
十
メ
ー
ト

ル
も
ひ
き
ず
っ
て
停
車
し
ま

し
た
。テ

ー
ラ
ー
の
運
転
者
は
と

び
降
り
た
際
、
右
足
に
治
療

一
カ
月
の
傷
を
負
い
ま
し
た

が
、
も
し
運
転
者
が
と
び
降

り
て
い
な
か
っ
た
ら
お
そ
ら

く
即
死
し
て

い
た

こ
と
で
し

ょ
う
。
早
朝
と
は
い
い
な
が

ら
、
居
眠
り
運
転
と
は
あ
き

れ
果
て
た

こ
と
で
す
。

保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

七
月
は
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納

め
る
月
で
す
。

四
、
五
、
六
月

分
を
納
め
て
な
い

方
は
、
す
ぐ
出
張
所
か
保
険

年
金
課
で
納
め
て
く
だ
さ
い

ま
た
、
明
治
四
十
四
年
四

月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人
で

農
林
、
漁
業
、
中
小
企
業
の

自
営
業
者
、
そ
の
家
族
と
従

業
員
で
厚
生
年
金
な
ど
に
加

入
し
て
い
な
い
人
。
無
職
の

人
で
他
の
公
的
年
金
に
加
入

し
て
い
な
い
人
は
必
ず
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

加
入
該
当
者
は
い
ま
す
ぐ

市
の
保
険
年
金
課
へ

申
込
み

く
だ
さ
い
。


